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長崎正男， 大屋美香， 五十嵐 良和， 渡辺行雄 : 耳
垂に生 じたMerkel cell carcinoma の 1 例. 第
22 回 日 本電顕皮膚生物学会学術大会， 1995 ，  8 ，  
熊本.
- 67-
34 ) 崎田茂晃， 大谷 修， 諸橋正昭 : 毛 周 期 に伴
う 毛包微小血管構築の変化一鋳型 ・ 走査電顕法及
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本微小循環学会学術大会， 1995， 4 ， 東京，
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36 ) 中村元一， 鐘 居 昭 弘 ， 大津山寅， 斉藤 明宏，
諸橋正昭 : 二卵性双生児 の 兄弟 に 生 じ た 副耳珠.
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東京.
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40 ) 中野道夫 ， 黒 川 昌 彦， 白 木公康， 難波恒雄，
大山晴生， 穂積豊治， 諸橋正昭 : 伝統医薬 に よ る
単純ヘルペス ウ イ ルス 2 型回帰発症予防効果. 第
46回 日 本皮膚科学会中部支部学術大会， 1995， 10， 
奈 良
41 ) 斉藤明宏， 関 太輔， 諸橋正昭 : ア ト ピ -性
皮膚炎患児 に み ら れた カ ポ ジ水庖様発疹症. 第 4
回北陸ヘルペス 感染症研究会， 1995 ， 7 ， 金沢.
42 ) 大津山賓 : Minoxidil と Testosteroneの表皮
角化細胞内Ca
日 本皮膚科学会北陸地方会， 1995， 2 ， 金沢.
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学会北陸地方会， 1995 ， 12 ， 福井
45 ) 森松 進， 経 隆紀， 井 田 充 ， 斉藤 明 宏 :
隆起性皮膚線維肉腫のCD34に よ る検討. 第360回
日 本皮膚科学会北陸地方会， 1995， 2 ， 金沢.
46 ) 森松 進， 日 野孝之， 大 津 山 賓 ， 斉藤 明 宏 :
機械油が誘因 と 考 え られた 下 口 唇 の有 糠細胞癌.
第362回 日 本皮膚科学会北陸地方会， 1995 ， 9 ， 金
沢
47 ) 高島秀樹， 大津山賓， 斉藤明宏 : 紅皮症 を 皇
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10 ) 関 太輔 : ア ト ピ-性皮膚炎 の漢方治療. 東
ぷ4
守・
男夫徹子進
一
明
久
子武寛
二
賢俊洋雅
利
敏
蕗
雄博和信習
手ヰ
脇田西田場
立村郷
木本谷沼
原土
谷
宮岡小
市稲
足今
本八山
二長
石尾岩
児
授
(前 )
教 授
師
手
11 
11 
I! 
11 
教
助
助
講
京 テ レ ビ. 1995， 5 ， 東京.
1 1 )  関 太輔 : ア ト ピ-性皮膚炎 . 第 1 6 回 富 山 免
疫ア レルギ-研究会. 1995 ， 2， 富山.
12 ) 関 太輔 : 成人型ア ト ピ ー 性皮膚炎 に 伴 う 自
覚症状に対す る 白虎加人参湯の効果 一 特 に顔面の
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